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ガイドスコープ
（暗視野ファインダー II 7 倍 50mm） 

CMOS カメラ
（VA225C） 

PC（パソコン） 

オートガイドソフト
PC ソフト「Vixen Autoguider」等

カメラアダプター マウントとの接続

ワイヤレスユニット

オートガイドケーブル

オートガイダー端子

USB 端子

撮影用カメラ
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星座、流星、彗星……。 被写体はいろいろ  
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APフォトガイダー用
ウェイト軸
¥4,620（税抜価格 ￥4,200）
商品NO.25826-0（詳しくはP19参照）

ポーラメーター
¥6,600（税抜価格 ￥6,000）
商品NO.35511-2（詳しくはP45参照）

バランスウェイトWT1kg
¥5,500（税抜価格 ￥5,000）
商品NO.25801-7（詳しくはP19参照）

APフォトガイダー ¥205,700（税抜価格 ￥187,000）
商品NO.39989-5

※0.5A以上供給可能なUSB出力付外部電源〈USB Micro-B端子対応〉

微動
粗動
ウォームホイル
ウォーム軸
赤経軸（極軸）
ベアリング数
方位微動
高度微動

極軸望遠鏡

駆動
追尾
搭載可能重量
コントローラー接続端子
電源端子
対応電源
消費電流（消費電力）：USB電源使用
本体重量
 材質・形式
サイズ・重さ

付属品
総重量

電動によるウォームホイル全周微動
クランプフリーによる粗動 
φ73.5mm・歯数144山
φ11mm 材質：真鍮
φ59mm、材質：アルミ合金
ボールベアリング4個（赤経モーターモジュール、AP極軸体ユニット×各2個）
微動範囲：約±6.5°　ダブルスクリュー式・微動ツマミ付。1回転約1.4°
極軸傾斜角・微動範囲：約0～65°※　タンジェントスクリュー式・微動ツマミ付。1回転約1.9°
※低緯度地方でご使用の場合、ウェイトと三脚が干渉する場合があります。
仕様：5倍20mm・実視界10°・自動消灯式暗視野照明内蔵（8段調光付）・据付精度約3′分
電源：CR2032電池×1個（モニター電池付属）
スケール：3星導入式（北半球：北極星、δUMi、51Cep
南半球：σOct、τOct、χOct）・歳差補正付（～2040年）
パルスモーターによる電動駆動
STAR BOOK ONEコントローラーによる高精度追尾、最高約60倍速（対恒星時）
約6kg（モーメント荷重150kg・cm：不動点より25cmで約6kg）
D-SUB9PINオス
USB Micro-B型（DC4.4～5.26V）
USB出力付外部電源※

DC5V   0.2～0.5A（1.0～2.5W）
2.4kg
アルミ製3段伸縮式三脚（ワンタッチ式）
長さ570⇔1,296mm　高さ（地上高）526⇔1,159mm　縮長598.4mm
設置半径350⇔710mm・3.0kg
カラー星空ガイドブック、星座早見盤
5.4kg

本

　体

三

　脚

そ
の
他

高い精度で天体を追尾する機能と、ストレスなく移動できる軽量コンパクトな機動性、
その二つを併せ持つポータブル赤道儀が「APフォトガイダー」です。

星景・星野写真撮影 星野赤道儀
せ　い　や

APフォトガイダー・
望遠撮影キット
¥250,800（税抜価格 ￥228,000）
商品NO.39999-4　

APフォトカイダーに、スライド雲台プレートDD、クィックリリースクランプセット、APフォトガイダー用
ウェイト軸、バランスウェイト1.9kgを加えたセット。お手持ちの望遠レンズで星野写真撮影をすぐ
に始められます。

グッド
デザイン賞
受賞

システムイメージ

（Ｐ62～もご覧ください）

オートガイド

オプションパーツ

※1 赤道儀（追尾モーター）は天体を正確に追尾する装置ですが、星などを強拡大して
見ると、一定周期で、星が視野を非常にゆっくりと追尾方向に往復運動しているの
が見られることがあります。これはモーターの回転トルクをギアで伝達しているために
起こるもので、機械的に避けることができません。この現象をピリオディックモー
ションといいます。

星雲など淡い天体の撮影を行う場合、天体望遠鏡など焦点距離の長い光学機
器をカメラボディに接続して長時間露出をかけて撮影する必要があります（直
焦点撮影）。しかし、撮影に使用する光学機器の焦点距離が長いほど大気によ
る星の視位置変化やピリオディックモーション※1なども影響するため、機械的な
設定だけでは星の日周運動に対する追尾精度を高めることが困難になります。
そこで、ガイドスコープを使用してガイド星（追尾修正の目安に使用する星）の
動きを観察しながらズレを修正する“ガイド”という方法で追尾します。この方
法では実際の星の動きに合わせた正確な星の追尾が可能となり、ズレの発生
が大幅に減少します。この作業を自動で行うのがオートガイドです。

CMOSカメラVA225C
¥29,700（税抜価格 ￥27,000）
商品NO.33804-7

●映像素子／SONY IMX225
  （1/3インチカラーCMOS センサー）
●ピクセルサイズ／3.75μm×3.75μm
●有効画素数／約120万画素
●オートガイダー端子／6極6芯モジュラージャック
●USB端子／USB Type-B
●対応OS／Windows 7、8、10、11
●電源／USB2.0（PCから供給）　●サイズ／φ37×92mm  ●重さ／100g
●付属品／ガイドケーブル/USBケーブル

クイックリリースホルダー
¥6,600（税抜価格 ￥6,000）
商品NO.35438-2
●重さ／67g （詳しくはP67参照）

ガイドマウント XY
¥22,000（税抜価格 ￥20,000）
商品NO.35621-8
●φ8素通し穴、M8／M6ネジ穴装備
●搭載可能鏡筒は口径80mm以下推奨
●プレートホルダーSX、マルチプレートDX、
AXDマルチプレート、アタッチメントプレート
WT取付可

●サイズ／100×79×160mm
●重さ／750g （詳しくはP70参照）

デュアルスライドバー
¥6,600（税抜価格 ￥6,000）
商品NO.26622-7
●重さ／170g （詳しくはP68参照）

追尾のわずかなズレを補正するオートガイド用高感度CMOSカメラ
「しっかりと極軸合わせをしているはずなのに、わずかに天体がずれている…」
という経験ありませんか？大気の影響や赤道儀の回転の誤差などによって、長
時間追尾していると恒星が流れて映ってしまうことがあります。
こうしたわずかなズレを補正し、長時間の撮影を可能とするのが「オートガイド」
です。オートガイドでは、天体写真撮影用のカメラとは別のカメラ（本製品等）を
ガイドスコープに取り付けて、星の動きを監視し、赤道儀の動作を自動で補正し
ます。特に長焦点鏡筒を使用した長時間撮影の際に威力を発揮します。
●オートガイドに必要なもの
  ・ オートガイド用CMOSカメラ（VA225Cなど）
  ・ 専用アプリをインストールしたPC
  ・ ガイドスコープ（天体写真撮影用とは別の鏡筒）

暗視野ファインダーⅡ 7倍50mm（別売）をガイドスコープとして
「暗視野ファインダーⅡ 7倍50mm」（別売）※1の接眼ユニットとCMOSカメラ
VA225Cを差替えることで、コンパクトなガイド鏡として使用できます。
専用のガイドスコープを用意することなく、最小限の機材でオートガイド撮影を
行うことができます。
暗視野ファインダーⅡ 7倍50mmをファインダーとして使用した後、接眼ユニッ
ト箇所をVA225Cと差替えてもガイド星を見失うことがないよう、ピント位置
が大きく変わらない同焦点設計となっています※2
※1 ファインダー単体で販売しているほか、一部鏡筒（SD103SⅡ、SD115SⅡなど）に標準付属しています。
※2 精度向上のため、差替えた場合はピントの精密な再調整を推奨します。

極軸望遠鏡を使わず正確な極軸合わせを実現
プレートソルビング技術を活用した極軸合わせ支援機能を搭載。専用ソフトの
画面上で、極軸合わせの精度をリアルタイムに確認しながら、調整できます。

高感度・低ノイズで安定したオートガイド
高感度・低ノイズセンサー※を搭載。やや暗い星でも安定したオートガイドが可能で
す。31.7mmのスリーブ差し込み式で、さまざまなガイドスコープに接続できます。
※ソニー製 IMX225センサーを使用
※二軸モーター仕様赤道儀のみ対応します。（2025年1月現在）

専用PCソフトでらくらく設定
お手持ちのパソコンから専用PCソフト「Vixen Autoguider」を使用すること
でオートガイドを行います。撮影する夜空の環境に合わせて、予め設定された
3種類(市街地/郊外/満天)から
選ぶことで設定完了。簡単・手軽
にオートガイドを開始できるの
で、はじめてオートガイド撮影を
行う方にもおすすめです。※
※撮影地や大気の条件によっては、調
整が必要な場合があります。


